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施策や対策の
見直し・改善

当社では，鉄道安全管理規程※において，「事業の運営について，安全の確保を第一の
課題として行う」と明確に定めております。また，当社の安全方針として「安全最優先」
「鉄道安全管理規程に基づく安全確保」「法令や規程等の順守」を掲げて安全管理体制を
推進し，その目標として，有責事故ゼロの継続を目指し取り組んでおります。
なお，2008年５月に鉄道安全管理規程の見直しを行い，当社の安全に関する基本的
な方針を鉄道安全管理規程に明文化いたしました。
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鉄道の安全に関する
施策・対策の策定

Plan
（計画）

施策の進捗管理・
対策の効果確認

1 安全最優先の意識の徹底を図るとともに，
鉄道安全管理規程に基づき，安全確保に全力を傾ける。

2 お客さまや社会の信頼に応えるため，
法令や規程等を順守し，厳正・誠実に職務を遂行する。

※鉄道安全管理規程については，Ｐ４に解説があります。

2018年度　鉄道本部　安全重点施策
『鉄道のプロとして，一人ひとりが規律と士気を高め，安全・安定輸送を継続する』

小さな変化に気付く目を養い，全員一丸となって京急の安全に取り組み続けよう

目標達成への具体的な取組計画を，鉄道本部安全重点施策において定めております。

○鉄道運転事故 有責事故０件の継続
○輸送障害 内部要因０件（外部要因も減少）
○インシデント ０件の継続

【具体的な目標】

１．自然災害，事故・トラブル等の事案分析による潜在するリスクの洗い出し
２．基本作業の確実な励行を徹底するための取り組み
３．意識・知識・技術をさらに向上させる教育訓練のＰＤＣＡサイクルの推進
４．コンプライアンスを徹底するためのコミュニケーションの強化
５．強靭なインフラを目指し，設備・施設を早期に充実させる取り組み

【 取 組 計 画 】

安全方針

安全管理体制は，計画（Plan）→実行（Do）→評価（Check）→見直し・改善（Act）の
体制（PDCAサイクル）を維持していくことが大切です。当社では，鉄道安全管理規程を
はじめ，現在行っている体制を常に見直し，改善に向けた取り組みを行っております。

当社の安全管理体制の構築・改善に向けた取り組みを上記のＰＤＣＡサイクルに沿って
ご紹介してまいります。

◆鉄道安全管理規程に基づくPDCAサイクル

◆安全重点施策

安全重点施策

具体的な施策・
対策の実施
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ホームドアの設置等鉄道安全監査

安全管理体制の構築・改善に向けた取り組み1

安全管理体制全般の
見直し報告書
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